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1. 背景及び目的 

現在，ラップトップコンピュータやスマートフォン，

タブレット端末などのモバイル端末の普及により，大

学においても学生がアプリケーションを利用する環境

が多様化している。多くの大学において学生の持ち込

み端末の利用促進，いわゆるBYOD環境が進められて

いる(1) (2)が，本学をはじめ，大学などの教育機関におけ

る情報教育のPC教室環境は備え付けの端末である場合

があり，学生は場所や利用時間の制約を受けることが

ある。本取り組みでは，学生がより自由に学ぶことが

できる環境として，学生が所有するスマートフォンや

タブレット端末を活用し，備え付け端末と同様の環境

を提供可能であるか検証を行った。 

端末教室数や講義に必要となるソフトウェアは大学

のカリキュラムによってさまざまであるが，本取り組

みでは本学の環境を1つのモデルとしてBYOD化を行

う。本学は学生数1000名程度の理工系大学であり，講

義では統計解析や分子軌道計算ソフトウェア，Cや Java

などのプログラミング環境を講義で必要としており，3

つの端末教室数と，約 300 台の据え置き型端末を利用

している。 

 

2. BYODの利点と導入の課題 

BYOD 環境の利点はユーザが所有するラップトップ

型端末やタブレット型端末，スマートフォンを学習環

境として活用し，時間や場所の制約を受けることなく

利用できる点である。しかし，単純にBYOD化を行っ

ただけではいくつかの問題点が発生することが明らか

になっている(3)。櫻田ら(2017)の提言を元に要約する。 

 

(課題1) 持ち込まれた端末はOSが異なるため，学習環

境を統一化することが難しい。 

(課題 2) 経済的困難などを理由に端末を所有していな

い場合は，BYODのサービスを利用できない。 

(課題 3) ソフトウェアライセンスがデバイスライセン

スの場合，据え置き端末と持ち込み端末両方に発生す

る。 

(課題4) 設備に初期投資及び維持費用が必要となる。据

え置き端末環境とBYOD設備の両方に金銭的コストが

発生する。また，必要以上の性能を用意してしまうと，

その分が無駄となってしまう。 

(課題 5) 教育カリキュラムを改定しなければ，BYOD

設備を導入しても，情報機器を活用されない講義が継

続し，初年次教育や卒業研究以外には活用されない例

がある。 

3. 課題に対する解決案 

2章で述べた課題に対し，様々な解決方法が存在する

が，本取り組みでは，既設環境の維持が求められるの

で，既設環境とBYOD環境の共存型で，スモールスタ

ート及びスケーリングを意識した解決案が必要となっ

た。表1に本取り組みでの解決案を示す。なお，課題5

を解決するためには教育カリキュラムの変更が必要と

なるため，本取り組みでは述べない。 

 

表1 BYOD導入の課題に対する解決案 

課題番号 本取り組みでの解決案 

(課題1) シンクライアント(画面転送型) 

(課題2) 大学側で貸出端末を提供する 

(課題3) 
包括・サイト・フローティングライセン

スのソフトウェアを採用する 

(課題4) 
スモールスタートする 

クラウドサービスを利用する 

 

画面転送型の方式にはいくつかの方式がある(4)。本取

り組みでは，VDI 方式，SBC 方式どちらにも対応可能

な Paralles 社のRemote Application Server (以下 PRAS) 

を採用した。ベースとなるサーバは Windows Server 

2012 R2 である。動作環境のサンプルイメージとして

PRASのアプリケーション選択画面(iPadからの接続)を

図1に示す。 

 

 
図1 アプリケーション選択画面(iPadからの接続) 
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またアプリケーション動作例としてNetBeans による

Javaプログラムの編集画面を図2に示す。 

 

 
図2 NetBeansによるプログラム編集画面 

 

4. デモ環境の評価について 

PRASによるBYOD環境を評価するため，学内にデモ

環境を構築した。動作確認には12インチのラップトッ

プ型端末(Windows 10，macOS 10.12)，9.7インチのタブ

レット型端末(iOS10.2)，5インチのスマートフォン端末

(Android5.1)を用いた。また，タブレット型端末及びス

マートフォン端末では，bluetooth 対応のワイヤレスキ

ーボードを用いた。ChromeOSについては端末準備の関

係上，評価を行うことができなかった。動作確認用の

ソフトウェアは，本学の講義で利用されている

NetBeans，R，FilemakerPro(Filemake社)，Unity(Unity社) 

Office Word(Microsoft社)を対象とした。 

 

4.1 各端末における動作確認の結果と考察 

ラップトップ型端末においては，据え置き端末とほぼ

同じように各種ソフトウェアを利用することができた。

印刷についても手元のプリンターで出力可能であり，

不自由がない。スマートフォン端末(Android5.1)ではソ

フトウェアの起動はできるものの，画面サイズが小さ

いためOffice WordやNetBeansにおいて頻繁にスクロー

ル操作が発生し，利用者にとって快適にとは言い難い

と考えられる。またタブレット端末(iPad)では画面サイ

ズに問題はないが，ワイヤレスキーボードから日本語

入力を行った場合は漢字変換を行う際にタッチオペレ

ーションを必要とすることが判明した。この点に関し

ては今後改善の必要があると考えている。 

 

 

4.2 デモ環境のアルファテストとヒアリング 

BYOD の使用感を確認するため，教員 1 名と学生 1

名にデモ環境の公開を行し，使用感についてヒアリン

グを行った。 

 

4.2.1 教員からの意見 

Java プログラミング環境として利用したところ，ア

プリケーションのレスポンスも悪くないため，より多

くの学生にも使わせてみたい。タブレット(iPad)とワイ

ヤレスキーボードを組み合わせにおける日本語を入力

は改善して欲しい。 

 

4.2.2 学生からの意見 

持ち込み端末で教室と同じプログラミング環境を利

用できるため，手軽さを感じた。しかし，手持ちの英

語配列キーボードで利用しようとしたところ，接続先

が日本語配列となっており，文字列入力に大きなスト

レスとなった。後輩がプログラミングの環境構築をう

まく行えなかったことがあるので紹介してみたい。 

 

5. まとめと今後の展望 

本取り組みでは全学的なBYOD環境を目指し，PRAS

のデモ環境の構築と一部のユーザの評価を得ることが

できた。マルチデバイス上で共通のアプリケーション

を利用可能であるが，画面サイズやタッチオペレーシ

ョンやキーボードの配列など，入力インターフェイス

に対する課題が新たに発見された。画面サイズについ

てはスマートフォン画面のディスプレイ出力，入力イ

ンターフェイスについては OS の設定などによる解決

が可能か今後の取り組みで明らかにして行きたい。ま

た，スモールスタートさせた場合，どのようにスケー

リングできるかについても今後の取り組みで調査を行

う。 
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